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１．ＭＰＬＡＢＸ をダウンロードする。「https://www.microchip.com/mplab/mplab-x-ide」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｄｏｗｎｌｏａｄｓを選ぶ 
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２．インストール後の「ＭＰＬＡＢ Ｘ ＩＤＥ」を起動する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．起動した「ＭＰＬＡＢ Ｘ ＩＤＥ」の開発画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インストールされたMicrochipのソフト

ウェア。「MPLAB X IDE v4.05」が今回

使用する開発環境 

ＭＰＬＡＢ ＩＰＥ 

HEX ファイルを PICKIT などを使用し

てプログラムを書き込むソフトウェア 
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４．「Ｆｉｌｅ―Ｎｅｗ Project」から新規のプロジェクトを作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Device に調べるＣＰＵ型名

を入れる「PIC16F84A」 

※必ず、「Simulator」を選ぶ

こと 
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そのまま「Ｎｅｘｔ＞」 

保 存 場 所 と Ｐ ｒ ｏ ｊ ｅ ｃ ｔ 名

「example」を指定して Finish 

Ｐｒｏｊｅｃｔ名の上で、右ク

リック、Properties を選ぶ Simulator を選ぶ。 

Instruction Frequency(Fcyc)を使用す

る周波数に変更する。 

今回は「２０ＭＨｚ」 
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５．スキャンタイムを計測したいラダーのＡＳＭファイルを生成する。 

 連枝で製作しているラダーのＨＥＸファイル・ＡＳＭファイルを生成します。ラダーを作成し、ＣＰＵ

設定において、ＣＰＵ種類を当該ＣＰＵの型番、ＡＳＭ／ＬＳＴ定置にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＨＥＸと一緒にＡＳＭファイル

が生成され、削除されず残ってい

ます。 

※必ず、ＡＳＭ／ＬＳＴ定置にチ

ェックを入れてください。 
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６．作成したＡＳＭファイルをプロジェクトに追加します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロジェクトフォルダの、「SourceFile」

の上で右クリック、「AddExistingItem…」

を選ぶ。 

追加されたファイルをダブルクリック

するとプログラムの中身が表示される。 
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７．プログラムの後半を探す。 

 ＣＰＵのプログラムにより、後ろの場所は違いますが、目安として、ヘッダファイルがいくつか「include」

されている部分の手前が自ら作成したラダーの最終行となります。 

この部分にプログラムを停止させる、「ブレークポイント」を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行番号をクリックすると、ブレークポイントの設定完了。 

実行時にプログラムがこの行で停止します。 

画面のどこかに「Stopwatch」のウィンドウが出ているか確認

します。 

出ていない時は、「Stopwatch」のウ

ィンドウを出しておきます。 

シミュレーション時のＣＰＵの周

波数。間違いないか再度確認。 
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８．プログラムをデバッグでシミュレーションします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ブレークポイントの色がえんじ色か

ら緑に代わると、プログラムが停止し

ています。 

「Target halted Stopwatch cycle count=339(16.95us)」が起動後

（電源ＯＮ後）の経過時間です。 

「Stopwatch」タブをクリックして切

り替えます 
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 プログラムを継続実行し、経過時間を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 以上により、今回のラダーはスキャンタイム３．５５μｓといえます。ただし、以下の点については、

より深く使用方法を習得する必要がありますので、ご注意ください。 

 

 スキャンタイムは、プログラムの命令の実行不実行で変わります。 

 ハードウェアのアクセスする、また、ハードウェアからの応答を待つようなプログラムの場合大きく

時間が伸びます。特に、ＥＥＰＲＯＭなどのアクセスは、スキャンタイムが伸びます。ただし、シミュレ

ーション上は、単純にＥＥＰＲＯＭの解析はできませんのでご注意ください。 
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９．チャッタ防止を設定したときのスキャンタイム。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


